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新成人のお正月　芦屋釜の里 小茶室前



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
令
和
４
年
の
新
春
を
健
や
か

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か

ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
３
回
の
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
厳
し
い
措
置
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
５
月
か
ら
は
高
齢
者

な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。
集
団
接
種
も
順
調
に
進
ん

だ
こ
と
や
皆
さ
ま
が
感
染
対
策
を
徹

底
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、

感
染
拡
大
を
抑
え
ら
れ
た
も
の
と
存

じ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
終
息

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
今
後
10
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
６
次
総

合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本

計
画
を
進
め
る
こ
と
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取
り
組
み
に

も
つ
な
が
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
こ
の
計
画
の
将
来
像
「
人

を
育
み　

未
来
に
つ
な
ぐ　

あ
し
や

ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
人
材
の
育

成
・
発
掘
、
芦
屋
港
の
レ
ジ
ャ
ー
港
化
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
地
域
資
源
で
あ
る

６
０
０
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
故
郷
に
戻
っ

た
「
重
要
文
化
財 
芦
屋
霰あ
ら
れ
じ地
真し
ん
な
り
が
ま

形
釜
」

の
活
用
な
ど
さ
ら
な
る
ま
ち
の
発
展
と

魅
力
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
芦
屋
町
の
発
展
の
た
め
、町
の
歴
史・

文
化
、
地
域
資
源
を
こ
れ
か
ら
も
守
り

育
て
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
明
る
く
笑
顔
に
満
ち
た
幸
多
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

人
を
育
み　
未
来
に
つ
な
ぐ　
あ
し
や
ま
ち

年
頭
の
あ
い
さ
つ 　
芦
屋
町
長　

波
多
野
茂
丸

　　芦屋町に収蔵された「重要文化財 芦屋霰
あられじ

地真
しんなりがま

形釜」 広報あしや　2022.1 ②
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住民基本台帳の閲覧状況の公表
　住民基本台帳法の規定により、住民基本台帳の閲覧状況を公表します。

【閲覧状況】令和２年 11 月１日～３年 10 月 31 日
閲覧年月日 閲覧申請者 委託者 閲覧事由 閲覧の範囲

令和３年
５月18日

株式会社　インテージリサーチ
代表取締役社長　小田切　俊夫

国土交通省観光庁　観光
戦略課観光統計調査室長

旅行・観光消費動向調
査のため

高浜町、浜口町、大字芦屋
に在住する者　85 件

令和３年
５月27日

一般社団法人　中央調査社
会長　境　克彦

内閣府大臣官房政府広報
室長　田中愛智朗

農山漁村に関する世論
調査の実施のため

大字山鹿 1050 番以降に
居住する満 18 歳以上の
日本人男女 11 件

令和３年
６月９日

一般社団法人　中央調査社
会長　境　克彦

内閣府大臣官房政府広報
室長　田中愛智朗

道路に関する世論調査
の実施のため

中ノ浜に在住する満 18 歳
以上の日本人男女 11 件

令和３年
９月29日

株式会社　サーベイリサーチ
センター
代表取締役　藤沢士朗

内閣官房　孤独・孤立対
策担当室長　谷内繁

孤独・孤立の実態把握の
ための全国調査のため

緑ヶ丘に在住の令和３年
12 月１日時点で満 16 歳
以上の男女 50 件

④

 

　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働してつくるもの」と考え、町政への提
案や意見などをいただく「町長への手紙」と、「ご意見箱」があります。今回は、い
ただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）

ー 注意喚起表示の実施 ー
　交通安全の注意喚起のため、高浜区の交差点
2 カ所に「交差点注意」の表示を行いました。

町長への手紙 ・ ご意見箱

道路の「止まれ」の表示が
消えかけていて危険だ

　道路の「止まれ」の表示が消えかけている。
ノンストップで（車が）出てくるので危険だ。
� （70 歳代・男性）

手紙

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

◦�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの声
を町政に反映させるためのものです。まちづく
りの提案や意見、日常生活の中で感じているこ
とをお寄せください。

◦�町長への手紙やご意見箱は、必ず町長が目をと
おし、個人のプライバシーや利害にかかわるも
の以外は、差出人へ返事を送ります。できるだ
け、名前と住所などを記入してください。なお、
誹
ひぼうちゅうしょう

謗中傷の類
たぐい

は受け付けません。△

町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、

山鹿公民館、芦屋東公民館△

ご意見箱
　�芦屋町のホームページにある「ご意見・ご提案」

から送ることができます。

今
号
に
折
り
込
ん
で
い
る

町
長
へ
の
手
紙
（
水
色
）

「交差点注意」の表示を
行います

　該当の場所は道路交通法上の一時停止の規制
がかかってはいませんが、一時停止や最徐行な
ど、注意して通行すべき交差点ですので、注意
喚起のため、「交差点注意」の表示を行います。

（環境住宅課回答）

回答
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こんにちは
芦屋町地域包括支援センターです

⑤

地域包括支援センターは、 高齢者やその家族の身近な相談窓口です。
保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員を配置し、高齢者の介護予防、
保健、 医療、 福祉といったさまざまな相談に応じます。

いつまでも地域で暮らすために
高齢者の皆さんを応援します！

　 � ▽ �問い合わせ　地域包括支援センター（高齢者支援係内 ☎２２３‐３５８１）

高齢者の皆さんの
権利を守ります

●悪質な訪問販売の被害にあった
●お金の管理や契約をするのが不安
●虐待にあっている人がいる　など

２

さまざまな形で
高齢者の皆さんを支えます

●ケアマネジャーへの支援
●地域のネットワークづくり　など

４
介護・福祉・医療のこと
何でも相談してください

●日頃の生活で困っていることがある
●心身の健康に不安がある
●最近もの忘れをする　など
※家族や地域の人も相談してください

３

介護予防や日常生活を
支援します

●介護の方法や制度のことを知りたい
●身の回りのことに不安がでてきた
●要支援と認定された
●介護予防事業のことを知りたい　など

１

一人で悩みや不安を抱え込んでいませんか。
だれでも気軽に相談してください。 　



　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３‐３５６９）

ま ち の わ だ い

無理なく、自分のペースで 1日１万歩。継続は力なり無理なく、自分のペースで 1日１万歩。継続は力なり
� 10 月 26 日　元気になろうや！講座　町内ウォーキング
　健康づくり係が定期的に行っている「元気になろうや！講座」には、生活習
慣病の糖尿病や高血圧症予防のための知識や食事のことなどさまざまな方向
から体のことを考えるメニューがあります。運動もその一つです。10 月に行わ
れた講座は町内の美しい景観を眺めながら、緩い上り坂を歩いたり、海浜公園
の季節の花を見たりして、気持ちよく運動する楽しさを体感する講座でした。

� 10 月 27日から　町制施行 130周年記念特別展
「矢野倖一～探求心と技術者の魂」

日本自動車業界のレジェンド矢野倖一氏は芦屋町出身！日本自動車業界のレジェンド矢野倖一氏は芦屋町出身！

　郷土の誇り、技術開発者の矢野倖一さんを紹介する特別展が芦屋歴史の
里で開催中です。明治・大正時代にほぼ独力で国産自動車「アロー号」を
完成させた矢野倖一さん。知れば知るほど驚くべき偉業を成し遂げた矢野
さんは、芦屋町市場区の出身です。現存する日本最古の国産車「アロー号」
は現在も走行でき、この特別展で 11月 28日まで展示していました。
　また、11月14日には、矢野倖一さんの後継者、㈱矢野特殊自動車相談役・
矢野羊祐さん（長男：右上の写真中央）と代表取締役社長・矢野彰一さん
（孫：写真左）ら家族そろって来場し、今回の展示を、隅々まで観覧され
ました。矢野倖一さんの偉業は、広報あしや８月号からの芦屋歴史紀行に
連載中です。特別展は１月 30日日まで開催しています。

   今月も
「まちのわだい」
を拡大して、お
届けします。

�11月８日　園巡回型スポーツスタートプログラム
野球っておもしろいね、ハリー君！野球っておもしろいね、ハリー君！

　プロ野球・福岡ソフトバンクホークスのマス
コットキャラクター、ハリーホークとハニーホー
クによる野球教室が、愛生幼稚園で行われまし
た。バットでボールを打つ楽しさや、ダンスで
リズムに乗るおもしろさを教えてもらいました。
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町への貢献に感謝町への貢献に感謝
� 11 月１日　芦屋町功労表彰・  　　　　　　　　　

芦屋町町制施行 130 周年記念善行表彰
　功労表彰式と善行表彰式が役場で行われました。功労表
彰を受けたのは、芦屋町区長会会長などとして貢献された
石川智雄さん、高齢者福祉の向上に貢献された長沢正行さ
ん、保護司として貢献された片山和夫さん、スポーツ推進委
員として貢献された一中美佐さん、学校薬剤師として貢献さ
れた星本繁樹さん、消防団員として貢献された豊嶋哲也さん、
中西貫さん、本田秀樹さん、中西信二さんの９人です。
　また、善行表彰を受けたのは、高浜区長など多岐にわ
たり貢献された古長撓

た め お
男さん、行政相談委員などとして

貢献された今村智 さん、社会教育委員として貢献され
た林英次さん、交通安全に貢献された重岡美佐子さん、
蒲原利子さん、守田政孝さん、町内幹線道路の緑化推
進活動に貢献された芦屋緑友会の６人・１団体です。

� 11 月 18 日　叙位伝達式
故中西定美氏の生前の功績が称えられました故中西定美氏の生前の功績が称えられました

　芦屋町役場で叙位の伝達式が行われ、今年９月に逝去された中西定
美さん（享年86歳）が、正

しょうろく

六位
い

という位階を内閣総理大臣から授与さ
れました。中西さんは、昭和62年４月に芦屋町議会議員として初当選し、以来約28
年間の永きにわたりその豊かな経験と手腕を遺憾なく発揮し、町政の振興に大きく貢献
されました。この功績から、平成28年秋には旭

きょくじつそうこうしょう

日双光章を受章されています。

芦屋鋳物師の道。習得した技術を伝承すると決めた人生芦屋鋳物師の道。習得した技術を伝承すると決めた人生
� 11 月 12 日　八木鋳金工房竣工・初吹き（鋳込み）内覧会

　現代によみがえった芦屋鋳物師、八
や つ き

木孝弘さんの鋳金工房
が竣工しました。内覧会が開かれ、安全祈願と初吹き（鋳込
み）が行われました。芦屋釜の里の工房で修業を始めてから
25 年の時を経て、ついに自身の工房が完成し、これから 3
月のギャラリー開店を目指して準備を進めるとのこと。室町
時代の鋳物師たちのように、後世に残る芦屋釜の逸品を作り
続け、芦屋釜が世界に求められることを願う八木さんでした。

� 11月 13日・14日　あしや夢リアホールリニューアル記念特別落語会立川生志～独演会～
日本の話芸「落語」の世界に笑いの花が咲く。真打 立川日本の話芸「落語」の世界に笑いの花が咲く。真打 立川生生

しょうししょうし

志志師匠登場師匠登場

　あしや夢リアホールリニューアル記念 特別落語会 立川生志～独演会
～が行われました。立川さんは福岡大学の落語研究会に所属していたそ
うで、13 日に行われた落語教室には母校の学生も駆け付け、小話のコツ
などを教わっていました。14日、生の落語を初めて聞いたという田口博
美さん（高浜町）は、「一人の噺

はなしか

家から複数の登場人物が見えてきて楽し
かったです。ホールもきれいになり迫力を感じました」と話していました。
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい話題、
イベントなどの身近な情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係（☎２２３‐３５６９）
ま ち の わ だ い

� 11 月 22 日・24 日　芦屋港活性化稚魚放流事業
カサゴの赤ちゃん、芦屋の海で大きくなぁれカサゴの赤ちゃん、芦屋の海で大きくなぁれ

　山鹿小学校５年生児童を対象にした稚魚放流体験（主催：
芦屋港等海釣施設運営協議会、共催：公益財団法人日本釣振
興会）が、芦屋港で行われました。これは、「魚を増やす活
動」を通じて、魚釣りに対する興味を深めるとともに、今後
海釣施設が整備される芦屋港に関心をもってもらうため企画
されたものです。当日は、カサゴの稚魚 4000 匹が芦屋港で
放流されました。また、環境学習の一環として、海岸清掃や
SDGs カードゲーム学習が行われました。

� 11月 20 日　芦屋町地震津波避難訓練
自然災害はいつも突発的。日頃から訓練し、備えましょう自然災害はいつも突発的。日頃から訓練し、備えましょう

　自然災害は突然起こるもの。特に地震は予測できません。芦屋町では大
地震発生・大津波警報発令時の訓練を学校や公共施設、役場などで同時に
行いました。今回の参加者は 1200 人を超える規模になりました。地震発
生時は、低い姿勢で、頭を守り、揺れが収まるまで動かないなど自分の身
を守るシェイクアウト訓練に始まり、津波到達前に高い所への避難を実際
に行いました。避難所となる総合体育館や一時避難施設となる航空自衛隊
芦屋基地では、防災資材の展示見学やテントの設置訓練を行いました。
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� 11 月７日　宗像フェス ARTS  for the future

さまざまなものに思いやりを持ってほしい！さまざまなものに思いやりを持ってほしい！
� 11月 29 日　芦屋中学校×卒業生・大橋岳さん

　「ようこそ先輩」で野生チンパンジーの研究者大橋岳さんの講演が行われま
した。アフリカのギニアなどでチンパンジーを研究し、人と比べることで生物
としての人間を知ることができるとのこと。経済のグローバル化により、チン
パンジーの生活する森が失われており、地域住民による過度な焼き畑の拡大だ
けでなく、日本を含む先進国などによる開発が与える影響の話があり、それら
を軽減するための取り組みなどの紹介がありました。大事なことは「さまざま
なものへの思いやり」「思いやりが改善策を考える元になる」と話しました。
生徒会長の髙戸雄翔さんは、講演後、「チンパンジーが文化を伝承していて驚
いた。リユース・リサイクルなど４R も実践したい」と感想を述べました。

芦屋で宗像フェス！エンターテイメントと SDGs の融合目指す芦屋で宗像フェス！エンターテイメントと SDGs の融合目指す

　宗像フェスがあしや夢リアホールで開催されました。「海を守る環境活動」「未来の
アーティストの応援」「高校生の夢の実現」をテーマとしており、環境活動として芦
屋海岸や柏原海岸の漂着ごみの清掃活動を行った後、あしや夢リアホールに移動し、
HKT48 を始めとするアーティストを交えたプログラムが開催されました。フラワー
スマイルプロジェクトでは高校生の弾ける感性で花を生け、海の環境を守るフォーラ
ムでは漁師の吉田博さん（山鹿）がプラスチックごみの問題を訴えました。芦屋町観
光大使のハジ→さんも出演し、バックダンサーとして登場した高校生の中には、石田
陽
は る と

土さん（浜口町）と川浪結
ゆ い な

菜さん（船頭町）の姿も。ハジ→さんは最後に、町制施
行 130 周年の事業として再録音してくれた「芦屋サンバ」で盛り上げてくれました。

� 10 月 31 日　第二緑ヶ丘ドライブインシアター

ハロウィンパーティーは家族で屋外映画ハロウィンパーティーは家族で屋外映画

　自治区の祭りができなかったからと、第二緑
ヶ丘でドライブインシアターが開催され、30台
の自家用車が集まりました。３密を気にしなく
てよい車の中はさながら個室の映画館のよう。
カラフルに仮装した子どもたちから配られたや
きそばを食べながら、巨大スクリーンとFMか
ら流れる音声で最新映画を楽しみました。
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芦
屋
中
学
校
野
球
部

福
岡
県
大
会
出
場

�

芦
屋
中
学
校
野
球
部
後
援
会

　

10
月
に
行
わ
れ
た
、
遠
賀
・
中
間
地
区
中

学
校
新
人
軟
式
野
球
大
会
で
、
芦
屋
中
学
校

野
球
部
は
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
、
筑
豊
地

区
大
会
を
通
過
。
11
月
27
日
に
行
わ
れ
た
福

岡
県
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、

手
に
マ
メ
が
で
き
る
ほ
ど
集
中
し
て
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん

の
見
守
り
活
動
や
教
育
関
係
者
な
ど
の
温
か

い
指
導
を
受
け
て
き
た
お
か
げ
だ
と
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校
の

令
和
４
年
度
入
学
者
募
集

▽�

募
集
期
間　
１
月
28
日
金
～
２
月
４
日
金

▽�
入
学
検
査　
【
幼
稚
部
】
２
月
18
日
金

　
【
高
等
部
】
３
月
７
日
月

▽�

対
象　
【
幼
稚
部
】
平
成
28
年
４
月
２
日
～

31
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

【
高
等
部
専
攻
科
理
療
科
】
特
別
支
援
学
校
高

等
部
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
人
か
令
和
４
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の

人
。
ま
た
は
、
学
校
施
行
法
規
則
で
そ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

▽�

志
願
資
格　
【
幼
稚
部
・
高
等
部
】
両
眼
の

視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３
未
満
の
人
ま
た

は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の

も
の
の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
の
使
用
に
よ

っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
な
ど
の
視
覚

に
よ
る
認
識
が
不
可
能
ま
た
は
、
著
し
く

困
難
な
程
度
の
人
で
、
原
則
と
し
て
保
護

者
と
と
も
に
本
県
に
在
住
し
て
い
る
人

※�

医
師
の
診
断
書
（
本
校
指
定
様
式
）
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特

別
支
援
学
校
（
☎
６
５
１
‐
５
４
１
９
）

難
病
が
疑
わ
れ
る
人
の

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
（
無
料
）

　
難
病
を
疑
わ
れ
な
が
ら
も
、
専
門
医
へ
た
ど

り
つ
け
ず
、
診
断
が
つ
い
て
い
な
い
患
者
に
、

早
期
に
適
切
な
診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
専
門

医
の
い
る
医
療
機
関
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▽
と
き　
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　
九
州
大
学
病
院
内　

未
診
断
・

未
指
定
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　
福
岡
県
に
住
ん
で
い
る
人

▽
相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
談
で
の
相
談

※
面
談
の
場
合
は
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

難
病
診
療
連
携
拠
点
病

院
九
州
大
学
病
院
内
未

診
断
・
未
指
定
難
病
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
２

‐
４
８
６
４
）

お
ん
が
病
院
保
育
士
募
集

　

お
ん
が
病
院
内
の
病
児
・
病
後
児
保
育
室

で
働
く
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。
病
児
保
育

室
で
の
勤
務
が
未
経
験
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

子
ど
も
と
向
き
合
え
る
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
で
す
。

▽�

勤
務
内
容　
病
児
・
病
後
児
の
預
か
り

▽�

応
募
要
件　
保
育
士
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

▽�

勤
務
形
態　
月
～
金
の
う
ち
週
２
～
３
日

勤
務

▽�

勤
務
時
間
　
①
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30

分　
②
午
前
８
時
～
11
時
（
シ
フ
ト
制
）

※�

土
日
祝
日
は
休
み
で
す
。

▽�

時
給　
１
０
５
０
円

▽�

交
通
費　
５
万
円
ま
で
支
給

※�

各
種
手
当
や
保
険
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん
が
病

院
（
☎
２
８
１
‐
２
８
１
０
）

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

定
時
制
高
校
入
試
特
例
措
置

　

福
岡
県
立
高
校
定
時
制
課
程
で
は
、
入
学

志
願
者
が
20
歳
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の

希
望
に
応
じ
て
、
学
力
検
査
を
行
わ
ず
、
作

文
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
特
例
措
置
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽�

志
願
資
格　
高
校
入
学
資
格
が
あ
る
満
20

歳
（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）
以
上
の
人

▽�

願
書
配
布
場
所
・
試
験
会
場　
志
願
先
の

高
校

▽�

願
書
受
付
期
間　
２
月
14
日
月
～
21
日
月

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
受
け
付
け
）

▽�

試
験
日　
３
月
８
日
火
・
９
日
水

※�

作
文
に
加
え
て
、
面
接
を
行
う
学
校
も
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
志
願
先
の
高
校
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
教
育
庁
高
校
教
育

課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３
９
０
４
）

ま
た
は
志
願
先
の
高
校

みんなの

ひろば

ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

一
群
の
魚
影
の
上
る
神
渡
し

�

池
田
千
恵
子

冬
日
射
し
波
に
光
を
呼
び
も
ど
す

�

花
田
八
代
美

冬
の
雲
天
に
蓋
し
て
動
か
ざ
る

�

吉
住　
利
枝

川
涸
れ
て
杭
ぜ  

は
細
り
て
も
立
て
る

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

赤
裸
々
に
語
る
来
し
方
冬
木
立

�

田
尾
三
千
枝

一
つ
ま
み
鍋
に
塩
た
す
煮
大
根

�

縄
田　
惠
子

礁い
く
りか
ら
い
く
り
へ
鷺
の
小
春
か
な

�

仲
山
ク
ニ
子

指
先
の
冷
え
に
始
ま
る
十
二
月

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

あ
り
ふ
れ
た
幸
せ
と
思
い
見
て
お
り
ぬ

母
娘
連
れ
立
ち
リ
ン
ゴ
を
買
う
を

�

村
上　
一
惠

秋
晴
れ
の
青
空
高
く
す
べ
る
ご
と

飛
ぶ
旅
客
機
に
旅
心
騒
ぐ

�

田
中
勢
津
子

台
所
の
わ
ず
か
な
段
差
で
躓
き
て

一
人
笑
い
て
痛
み
こ
ら
え
る

�

後
藤　
征
子

い
さ
か
い
の
日
々
多
か
れ
ど
健
や
か
に

夫
と
暮
ら
せ
る
こ
と
の
幸
せ

�

麻
生　
清
子

【一般書】
蚕の王 安東　能明� 著
熔果 黒川　博行� 著
黄金旅程 馳　星周� 著
博多さっぱそうらん記 三崎　亜記� 著

【児童書】
ガラスの顔 フランシス・ハーディング�作
ばけねこキッチン 佐川　芳枝� 作
だいとかいのおばけずかん 斉藤　洋� 作
ぼくんちのねこのはなし いとう　みく� 作
おうち　おおずもう 二宮　由紀子� 作

山亭ミアキス
     古内　一絵　著

　心に悩みを抱える人が迷
い込む、森の中の不思議な宿

「山亭ミアキス」。超絶美形の
オーナーに不思議な従業員、
食事は絶品のアイルランド料
理。しかし、泊まると間違い
なく酷い目に遭わされる。人
をたぶらかす、謎めいた彼ら
の正体と目的とは―？

と　き 　　出　演・催　し　　
5 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
9 日日 にじの会

23 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室

△ �

期間　１月 11 日火～ 21 日金
　毎年１回、すべての本を点検し、館内の整理をします。
※�休館中の本や雑誌の返却は、図書館（中央公民館）

入口の返却ポスト（藤色）または、役場庁舎郵便局
側入口の返却ポスト（黄色）を利用してください。た
だしＣＤ・ＤＶＤは破損の恐れがありますので、必ず
開館後にカウンターへ返却してください。長期休館
の間、貸し出しができませんので、10 日月（成人の日）
まで本の貸し出し冊数を無制限にしています。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�1 月１日土～３日月、11 日火～ 21
日金、24 日月、27 日木、31 日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や

予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん １月

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

　新年は１月 4 日火より開館します。寒い冬、暖かい
図書館で「ブラウジング」を楽しみませんか。「ブラ
ウジング」とは、図書館の本棚の間を何気なく歩きな
がら、気になる本があれば手にとって読んでみること
を言います。図書館にはいろいろな特集コーナーを設
けていますので、読みたい本が決まっていないときは、
ぜひのぞいてみてください。

蔵書点検のため休館します

謹 賀 新 年
～図書館で見つけよう新しい明日～
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町肥満を防ごう

●毎日の積み重ねで健康を目指そう！
●ふくおか健康ポイントアプリ

　令和元年度の特定健診（芦屋町国民健康保険）の結果によると芦屋町の肥
満者は30.6％と福岡県平均の26.4％と比較して多く、県内ワースト2位です。
（※肥満者とは…BMI ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）が 25以上の人）
　肥満は高血圧、糖尿病、ひざなどの関節の痛みなどを引き起こします。

■１日 10 分多く歩く
　 10分で約 1000 歩

■なるべく階段を使う

■間食は 200kcal までにする
200kcal の目安
チョコレート（10 粒）
クッキー（5 枚）
ポテトチップス（1/2 袋）
大福（1 個）

毎日の積み重ねで健康を目指そう！

■甘い飲み物は控える

■体重を毎日測る
　記録するとより効果的

■寝る前３時間は食べない

広報あしや　2022.1 ⑫



　今、たくさんの国で新型コロナウイルスが流行って
います。私の住んでいる福岡県もどんどん感せん者
がふえていき、ついに一日で千人以上になりました。
　「あなたとあなたの大切な人の命を守るための行
動をとってください」と新型コロナウイルス感せん
かく大防止のため、テレビや新聞で毎日のように報
道されています。三密やステイホーム、クラスター
など、今まで聞いたことがない言葉が次々と出てき
ました。
　私にとって「大切な人の命」は家族や友だちです
が、病院で働くお医者さんやかんごしさんはみんな
の大切な命を守るために働いています。
　大切な命だということを頭では分かっていても、自
分の行動に表すことはとてもむずかしいと思います。
　新型コロナウイルスで亡くなった人は家族に見守
られることなく火そうされて、いこつになって家に
帰ってくることを知りました。亡くなった人の家族
の気持ちを考えると、とても悲しい気持ちになりま
した。病院で働いているお医者さんやかんごしさん
の努力をむだにしないために、大切な命を守るため
に私たちに今できることは、一人ひとりが責任ある
行動をすることだと思います。みんなのためにがん
ばっている人たちへの感しゃの気持ちを持つことが
大切だと思います。
　私はテレビを見ていて、新型コロナウイルスの感
せんでみんながストレスを感じたり、コロナ差別の
ようないじめが起きていることを知りました。消毒
をすることも大切ですが、自分がされたり言われた
りしたらいやなことはしないように気をつけて生活
していきたいです。
　新型コロナウイルスが終息したら、私はたくさん
やりたいことがあります。一日でも早く元の生活に
もどれることを信じて、みんなが笑顔でくらせる未
来に向かって行動していきたいです。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマ
に書いた作文で、提出された作文の中から芦屋町
人権・同和教育研究協議会が選考したものを掲載
しています。

差別をなくすために  第 439 号

大切な命
芦屋小学校５年　今浪　愛梨

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係

（☎２２３‐３５４６）

ふくおか健康ポイントアプリ

■毎日の歩数や体重などが記録できます！
　グラフ化されるので体重管理に役立ちます！
■�歩数や、健康記録に応じてポイントが貯

まる！
　�　貯まったポイントは

提携店で使用したり、
抽選に参加すること
ができます。

■ダウンロードはこちらから
　【iPhone】                【android】

　① �App Store または Google Play から「ふ
くおか健康ポイントアプリ」をダウンロ
ードします。

　②�アプリを起動し、メッセージに従って、
ニックネーム／メールアドレス／住ん
でいる市町村などを入力または選択し
てください。　

みんなで
健幸な町あしやを
目指しましょう！

アプリでたのしく健康習慣！

歩くと貯まる
ポイントアプリ！

広報あしや　2022.1⑬



高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　

次
の
対
象
者
に
は
、
高
齢
者
肺
炎
球

菌
定
期
予
防
接
種
費
用
を
３
月
31
日
木

ま
で
一
部
公
費
負
担
（
課
税
世
帯
の
人

が
外
来
で
接
種
し
た
場
合
、
約
６
千
円

を
町
が
負
担
）
し
ま
す
。
接
種
し
て
い

な
い
人
は
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
す
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
）
を
接
種
し

た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

※�

案
内
ハ
ガ
キ
（
対
象
者
に
令
和
３
年

６
月
末
に
送
付
し
て
い
ま
す
）
が
な
い

と
予
防
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
。
紛
失
し

た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。
本
人
確

認
の
書
類
（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
）、

代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
本
人
確

認
の
書
類
と
合
わ
せ
て
、
健
康
づ
く

り
係
ま
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
本
予
防
接
種
は
２
週
間
（
13
日
）

以
上
の
接
種
間
隔
が
必
要
で
す
。

▽�

対
象

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年末年始

まちの施設の休み

12 月 １月
27 日月 28 日火 29 日水 ～ 3 日月

役場 OPEN OPEN

中央・芦屋東・
山鹿公民館 定休日 OPEN

各体育施設 OPEN OPEN

町民会館 OPEN OPEN

ボランティア
活動センター OPEN

芦屋歴史の里 ※定休日
芦屋釜の里 ※定休日

遠賀郡消防合同出初式

▽ ��とき　１月９日日・午前９時 30 分～ 10 時 30 分
ごろ（雨天中止）

▽ �ところ　水巻南中学校（水巻町下二東）

▽ �内容　消防団員による分列行進、車両行進、祝賀放水
※�来場の際は、マスクの着用など、感染症予防に協力

してください。
※�ポンプ操法、小隊訓練、消防活動展示は行いません。

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

救急医療、ごみとし尿の収集、交通機関の

年末年始ダイヤ、消防団の歳末警戒

　詳しい内容は広報あしや 12 月
号の 14・15 ページに掲載して
います。

健
康
・
子
育
て

休

休

休

休

休

休

休

広報あしや
12月号、く
らしの情報

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

対象 生 年 月 日
65 歳 昭和 31 年４月２日　～� 32 年４月１日
70 歳 昭和 26 年４月２日　～� 27 年４月１日
75 歳 昭和 21 年４月２日　～� 22 年４月１日
80 歳 昭和 16 年４月２日　～� 17 年４月１日
85 歳 昭和 11 年４月２日　～� 12 年４月１日
90 歳 昭和 6 年４月２日　～� 7 年４月１日
95 歳 大正 15 年４月２日　～�昭和 2 年４月１日
100 歳 大正 10 年４月２日　～� 11 年４月１日

広報あしや　2022.1 ⑭芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



※�
60
歳
～
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
が
い

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）
が
あ

り
、
医
師
が
接
種
を
必
要
と
認
め
た

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
費
用　
２
５
０
０
円
（
課
税
世
帯
）

※�

生
活
保
護
受
給
者
と
町
民
税
非
課
税

世
帯
（
家
族
全
員
が
非
課
税
）
の
人

は
無
料
で
す
。
無
料
の
人
は
、
接
種
を

受
け
る
時
に
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

を
医
療
機
関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

生
活
保
護
証
明
書
類
（
診
療
依
頼

書
）、後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
証
、
介
護
保
険

特
定
負
担
限
度
額
認
定
証
、
介
護
保

険
料
額
決
定
通
知
書
（
所
得
段
階
１
・

２
・
３
）、「
中
国
残
留
邦ほ
う
じ
ん人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国

し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配

偶
者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
本
人
確
認
証

※�

無
料
対
象
者
で
書
類
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
接
種
を
受
け
る
前
に
本
人
確

認
の
書
類
を
持
参
し
、
健
康
づ
く
り

係
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
者
と
世
帯
が
異
な
る
（
住
民
票

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
場
合
を
含
む
）
人
が
代
理
申
請
を

す
る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽
接
種
で
き
る
病
院

　
福
岡
県
予
防
接
種
広
域
化
実
施
医
療

機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。

【
町
内
の
医
療
機
関
】

〇�

芦
屋
中
央
病
院（
☎
２
２
２‐２
９
３
１
）

〇�

お
の
む
ら
医
院（
☎
２
２
２‐１
２
３
４
）

〇
柿
木
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
０
２
７
）

〇
須
子
医
院
（
☎
２
２
３
‐
０
１
２
６
）

〇�

聖
和
会
ク
リ
ニ
ッ
ク(

☎
２
２
３
‐

１
１
１
２)

〇�

花
美
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク(

☎
２
２
３
‐

２
５
０
０
）

※�

福
岡
県
予
防
接
種
広
域
化
実
施
医
療

機
関
以
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
事

前
に
高
齢
者
予
防
接
種
依
頼
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
運
動
不
足
の
解
消
や

筋
力
ア
ッ
プ
に
家
で
で

き
る
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
簡
単
な
運
動
）

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　
１
月
25
日
火
・
午
前
９
時
30
分

（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、

動
き
や
す
い
服
装

▽�

申
し
込
み　

１
月
20
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

里
親
養
育
包
括
支
援
機
関

「
リ
ン
ク
」
の
開
設

　

令
和
３
年
９
月
に
岡
垣

町
に
あ
る
児
童
養
護
施
設

「
報ほ
う
お
ん
は
は

恩
母
の
家
」
で
、
福
岡
県

の
委
託
事
業
と
し
て
、
里
子・

里
親
支
援
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
生
ま
れ
た

家
庭
で
生
活
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
里
親
養
育
包
括
支
援
機
関

「
リ
ン
ク
」
は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
安
全
に
、
未
来
に
希
望

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
愛
情
深

く
子
ど
も
の
育
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ

る
「
養
育
里
親
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
里
親
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
質
問

か
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

養
育
里
親
と
は
…
養
子
縁
組
を
目
的

と
せ
ず
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
養
育

す
る
里
親
の
こ
と
。
保
護
者
が
子
ど

も
を
引
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

ま
た
は
子
ど
も
が
自
立
す
る
ま
で
の

一
定
期
間
養
育
を
行
う
制
度
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
里
親
支
援
機

関
リ
ン
ク
（
☎
２
８
２
‐
０
０
０
１
）

令
和
４
年
度
学
童
ク
ラ
ブ
の

入
会
児
童
募
集

　
共
働
き
な
ど
で
、
保
護

者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童

を
対
象
に
、
学
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
の
入
会
を
希
望
す
る
保
護
者

は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
町
内
の
小
学
校
に
在
校
し
て

い
る
児
童
で
、
下
校
時
に
保
護
者
が

不
在
の
児
童

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
入
会
を
制

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

開
設
時
間　

平
日
＝
下
校
時
～
午
後

６
時
30
分
、
土
曜
日
・
休
校
日
＝
午
前

７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
（
日
曜

日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
）

▽��

保
育
料　
月
額
６
０
０
０
円
（
減
額
・

減
免
措
置
あ
り
）

※�

お
や
つ
代
１
日
１
０
０
円
と
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
（
入
会
時
の
み
）
が
別
途

必
要
で
す
。

▽�

申
し
込
み　
２
月
１
日
火
～
18
日
金

に
、
役
場
１
階
健
康
・
こ
ど
も
課
の

窓
口
へ

※�

申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の
勤
務
先

の
在
職
証
明
な
ど
が
必
要
で
す
。
様

式
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
と
健
康
こ
ど

も
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
７
）
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ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
な
ど
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支
援
や

養
育
費
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支

援
希
望
者
は
、
先
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
就
業
支
援

　

来
所
相
談
と
出
張
相
談
（
各
市
町
村

役
場
な
ど
）
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
養
育
費
相
談（
離
婚
前
の
相
談
も
可
能
）

　
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談

▽�

と
き　
【
平
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

�【
毎
週
土
曜
日
、
第
１
・
第
３
日
曜
日
】

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
２
階

（
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
内
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２
１

‐
０
３
９
０
）

■
無
料
弁
護
士
相
談
【
来
所
相
談・要
予
約
】

▽�

と
き　
毎
月
第
１
水
＝
午
後
１
時
～

３
時　

毎
月
第
２
・
４
水
＝
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

▽�

定
員　
先
着
順
各
４
人

▽�

問
い
合
わ
せ　
春
日
セ
ン
タ
ー
（
☎

〈
０
９
２
〉
５
８
４
‐
３
９
３
１
）

一
時
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
、
一
時
的
に
保
育
を
必
要
と

す
る
乳
幼
児
を
保
育
園
で
預
か
り
ま
す
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
６
カ
月
児
～
就
学

前
の
町
内
に
住
ん
で
い
る
乳
幼
児

▽�

保
育
日
時　
月
～
土
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※
保
育
園
の
休
園
日
を
除
き
ま
す
。

※
週
３
日
（
月
14
日
）
以
内
の
利
用
が

原
則
で
す
。

▽�
利
用
料
金　
３
歳
児
未
満
＝
１
時
間

５
０
０
円
、
３
歳
児
以
上
＝
１
時
間

４
０
０
円

※
半
日
、
１
日
単
位
も
あ
り
ま
す
。

※
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
２
・
３

号
認
定
）
を
利
用
し
て
お
ら
ず
、「
保
育

の
必
要
性
」
の
認
定
を
受
け
た
３
歳
児

～
５
歳
児
と
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
０

歳
児
～
２
歳
児
は
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
無
償
化
の
詳
細
や
申
請
は
子
育
て
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
７
）
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
無
償
化
に
関
わ
ら
ず
、
別
途
給
食
費

が
１
日
２
５
０
円
か
か
り
ま
す
。

※�

利
用
に
は
、
事
前
登
録
・
予
約
が
必

要
で
す
。

▽�

申
し
込
み　
芦
屋
保
育
園
（
☎
２
２

３
‐
０
３
４
３
）

子
育
て

・
福
祉

1 月の日曜開館日　16 日

♥にこにこ絵本

▽�とき　１月 17 日月・
　午前 11 時～ 11 時 30 分

♥絵本タイム

▽�とき　１月 21 日金・
　午前 11 時～ 11 時 30 分
♥�ベビーマッサージ（10 組限定）
　１月11日火から予約開始

▽�とき　１月 25 日火・午前 10 時～ 11 時

▽ �持ってくるもの　バスタオル、
水分補給の飲み物

※�イベントのため、午前中の
入館は予約者のみです。

♥育児相談　
【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士による相談

▽ �とき　１月５日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　中央公民館４階
※予約は町内に住んでいる人のみです。

【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談

▽ �とき　１月 11 日火・午前 10 時～正午

▽ �持ってくるもの　あしやすくすくファイル、母
子健康手帳

※町外の人も相談できます。
【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談
　１月の相談日はありませんが、気になることがあれ
ば気軽に電話してください。次回は２月８日火です。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　１月 19 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを用

意して待っています。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●�問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

広報あしや　2022.1 ⑯
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介
護

を
し
て
い
る
人
、
地
域

の
人
や
専
門
職
の
人
が

気
軽
に
集
い
、
交
流
を

図
り
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。

▽
と
き　
１
月
18
日
火
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い

る
人
な
ど

※
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
内
容　
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
も
の
（
各

自
持
参
）・
マ
ス
ク
着
用

▽
定
員　
10
人

▽�

申
し
込
み　
１
月
11
日
火
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

人
権
生
活
相
談

【
定
例
相
談
】

◎�

１
月
13
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

１
月
27
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

中
間
・
遠
賀
地
区
出
張
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
い
じ
め
・
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労
働
相
談

に
、
福
岡
県
北
九
州
労
働
者
支
援
事
務

所
職
員
が
面
談
で
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

▽�

と
き　
１
月
21
日
金
・
午
後
１
時
～
５

時
（
４
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
中
間
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー　
（
中
間
市
大
字
垣
生
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
労
働
者
支
援

事
務
所
（
☎
９
６
７
‐
３
９
４
５
）

全
国
一
斉

生
活
保
護
無
料
電
話
相
談
会

　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会
と
全
国
青
年
司
法
書
士

協
議
会
に
よ
る
生
活
保
護
に
関

す
る
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

仕
事
や
生
活
、
住
ま
い
な
ど
に
対
す
る
経

済
的
な
不
安
に
、
司
法
書
士
が
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
30
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
４
時

▽�

相
談
電
話
番
号　
０
１
２
０
‐
０
５

２
‐
０
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
５
３

‐
８
４
３
８
）

成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
は
、

生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売

で
必
要
の
な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る

な
ど
の
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
人

の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

　

無
料
出
張
相
談
で
は
、
北
九
州
市
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
（
社
会

福
祉
士
な
ど
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
26
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内
で
す
。

▽�
と
こ
ろ　
役
場
４
階

▽�
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
１
月
４
日
火
か
ら
芦
屋

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

課
内
（
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

成
年
後
見
制
度
講
演
会

　
「
成
年
後
見
制
度
」
が
ど
の
よ
う
な
制

度
か
知
り
た
い
人
や
親
族
の
こ
と
で
利
用

を
検
討
し
て
い
る
人
な
ど
に
成
年
後
見
制

度
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
権
利
擁
護

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

講
演
会
で
す
。

　

事
例
を
と
お
し
て
基
本
的
な
知
識
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
事
前
予
約
制
で
す
。

▽�

と
き　

２
月
４
日
金
・
午
前
11
時

（
10
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
あ
し
や
夢
リ
ア
ホ
ー
ル

▽�

演
題　
「
や
さ
し
く
わ
か
る　
成
年
後

見
制
度
」

▽�

講
師　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー　

小
鉢
由
美
氏
（
弁
護
士
）、

篠
原
博
幸
氏
（
社
会
福
祉
士
）

▽�

定
員　
50
人
（
予
約
制
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

申
し
込
み　
１
月
28
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福

祉
課
内
（
☎
２
２
３
‐
３
５
８
１
）
へ

相
談

広報あしや　2022.1⑰



芦
屋
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

委
員
を
募
集

　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
は
、「
芦
屋
町
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
進
捗
状
況
の
確
認
や

子
ど
も
・
子
育
て
家
庭

の
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
い
た
だ
く
委
員
会
で
す
。

▽�

募
集
人
数　
２
人
程
度

▽�

応
募
資
格　
令
和
４
年
１
月
１
日
現

在
、
20
歳
以
上
で
町
内
に
住
ん
で
い

る
か
、
通
勤
し
て
い
る
人
で
、
子
育

て
や
子
育
て
家
庭
支
援
に
関
心
が
あ

っ
て
、
年
２
回
程
度
、
昼
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人

▽�

任
期　
２
年
間

▽�

応
募
方
法　

１
月
21
日
金
（
必
着
）

ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
健

康
・
こ
ど
も
課
、
中
央
・
芦
屋
東
・

山
鹿
の
各
公
民
館
で
配
布
、
ま
た
は

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　
〒
８
０
７

－

０
１
９
８
（
住
所
記
入
不
要
）
芦
屋

町
役
場
健
康
・
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
７
）

老
人
憩
の
家
管
理
人
募
集

　

町
が
設
置
し
、
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
管
理
す
る
老
人

憩
の
家
の
管
理
人
を

募
集
し
ま
す
。

▽�

対
象　

町
内
に
住

ん
で
い
る
人

▽�

内
容　

①
ボ
イ
ラ

ー
や
防
火
設
備
の

操
作
と
管
理
、
浴

場
の
清
掃
・
点
検
、

憩
の
家
管
理
事
務

な
ど 
②
利
用
者
の
応
対
、
館
内
の
清

掃
・
点
検
な
ど

▽
募
集
人
数　
①
②
と
も
若
干
名

▽�

雇
用
期
間　
４
月
～
令
和
５
年
３
月

▽�

勤
務
時
間　
①
②
と
も
午
前
９
時
～

午
後
５
時
の
隔
週
勤
務

※�

日
曜
日
・
盆
・
年
末
年
始
は
休
館
日

▽�

賃
金　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

規
定
に
よ
る

▽�

申
し
込
み　
２
月
４
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
２
２
２

‐
２
８
６
６
）
へ

※�

所
定
の
申
込
書
（
芦
屋
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
採
用
に
際
し
て
面
接
を

行
い
ま
す
。
面
接
日
時
は
申
し
込
み

時
に
伝
え
ま
す
。

芦屋町職員 再募集
職 種 採用予定人数 受　験　資　格

建築技師 １人程度

次の要件をいずれも満たす人
・平成３年４月２日以降に生
まれた人
・一級または二級建築士の資
格を所有する人

社会福祉士 １人程度

次の要件をいずれも満たす人
・�平成３年 4 月 2 日以降に

生まれた人
・�社会福祉士の資格を持って

いる人。または令和４年 3
月 31日までに取得する見込
みの人

１ 次 試 験

試 験 日 １月 18 日火～２月５日土の
うち、受験者が選択する日時

試験会場
受験者が選択するＳＰＩテス
トセンター会場（福岡常設会
場など全国の指定会場）

試験科目
ＳＰＩ３（総合適性検査）
※�総合適性検査＝能力検査、

性格検査

△ �

申し込み　１月14日金までに、人事係（☎２２３‐３５７４）へ
※�詳しくは試験案内をご覧ください。
※�試験案内と申込用紙は人事係にあります。また、町の

ホームページからもダウンロードできます。
ホームページ

募
集

広報あしや　2022.1 ⑱芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



　会計年度任用職員とは、１年度内（４月１日～翌３月 31 日）で勤務する非常勤職員です。
町では、令和３年度と４年度の会計年度任用職員を下記のとおり募集します。応募する人
は、下記の表より希望する職種を１つ選び、申込書（写真貼付）を提出してください。
■�令和３年度

▽�申し込み　１月６日木・午後５時 15 分までに人事係に申込書を提出（郵送可 1 月６日木必着）

▽ �募集内容　下表のとおり

職　種 勤務地 採用
人数 勤務形態（①時間・②日数） 保険 報酬など 備　考社会 雇用

事務補助員
（確定申告補助
など）

役場税務課 ４人
①�午前９時～午後５時または午

前８時 30 分～午後４時 30 分
②シフト制（4 人による交代勤務）

無 有 日額 6283 円

パソコン操作ができる人
任用期間＝１月 18 日火
～３月 31 日木
※�再度任用の場合の任期

＝令和 4 年 7 月13 日水
まで

■�令和４年度

▽�申し込み　１月 11 日火～ 31 日月・午後５時 15 分までに人事係に申込書を提出（郵送可 1 月 31 日月必着）

▽ �募集内容　下表のとおり

職　種 勤務地 採用
人数 勤務形態（①時間・②日数など）

保険
報酬など 備　考社会 雇用

看護師・
准看護師

（各種健診など・
新型コロナワ
クチン接種予
診業務）

役場健康・
こども課 ３人

①�

⃝各種健診など
　午前９時～正午
　または午前 11 時～午後４時

無 無

看護師＝
時給 1201 円

准看護師＝
時給 1037 円

看護師免許または
准看護師免許を所
有する人

⃝�新型コロナウイルスワクチン接種予診業務
　�午前７時 45 分～午後８時 30 分

のうち最大５時間 30 分
②所属長が指示する日
※土日勤務あり

保健師 役場健康・
こども課 １人

①�午前９時～午後４時または午前 9 時 30
分～午後４時 30 分

②週 2 日勤務　
無 無 日額 7417 円 保健師免許を所有

する人

歴史民俗資料
館事務・作業
補助

歴史民俗資
料館 １人

①午前 8 時 30 分～午後５時
②週３日勤務
※土日祝日勤務あり

無 有 日額 6732 円 パソコン操作がで
きる人

歴史民俗資料
館作業補助

歴史民俗資
料館 １人

①�午前 8 時 30 分～午後５時のうち必要
な時間

②所属長が指示する日
※土日祝日勤務あり

無 無   時給 897 円 ＤＩＹ作業ができ
る人

デザイナー
企画政策課・
地方創生推
進係

１人 ①�午前 8 時 30 分～午後５時 15 分
②週３日勤務 有 有 日額 8676 円 イラストレーター

の操作ができる人

■�共通項目
※�試験内容は個人面接です。日程は担当課より連絡します。
※�地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当する人は応募できません。
※�申込書は人事係に設置しています。また、町のホームページからダウンロードできます。
※�都合により内容が変更になる場合があります。
※�任用期間は、原則、令和４年４月１日～５年３月 31日です。異なる場合は、備考欄に記載のとおりです。
※�期末手当や通勤手当相当分などは、条例などに定める条件に当てはまる場合に支給されます。
※�勤務成績が良好で、次年度も同様の職がある場合には、再度任用されることもあります（ただし 2 回まで）。

また、採用はすべて条件付きのものとし、原則として採用後１カ月を良好な成績で勤務した時に正式採用と
なります。１カ月の勤務日数が 15 日に満たない場合は、15 日を満たすまで条件付採用期間が延長されます。

※ 地方公務員法の各規定（守秘義務、職務専念義務、懲戒処分など）が原則適用されます。

▽ �問い合わせ　人事係　（☎２２３‐３５７４）
会計年度任用職員を募集します

ホームページ

広報あしや　2022.1⑲
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　

平
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
や
申
請
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
休
日
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

急
き
ょ
中
止
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
15
日
土
、
30
日
日
・
午

前
８
時
30
分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

　

�【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
通
知

カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
手
続
き
は
本
人
の
み
で
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
住
民
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
１
）

酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果
が
期
待
で

き
る
酸
性
電
解
水
の
無
償
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ

●�

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
・
役
場 

総
合
案
内
横

●��

１
月
16
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

▽�
配
布
量　
１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※�

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦�

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場

所
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て

拭
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

通
学
費
年
額
２
万
円
を

対
象
者
へ
補
助
し
ま
す

　

芦
屋
町
に
居
住
す
る
高
校
生
な
ど
の

通
学
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
年
額
２

万
円
を
補
助
し
ま
す
。

※�

申
請
の
前
に
必
ず
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校

教
育
課
窓
口
に
設
置
し

て
い
る
手
引
き
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽��
対
象　
高
校
生
な
ど
（
原
則
と
し
て

18
歳
に
な
る
年
度
末
）
の
保
護
者
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

●�

令
和
３
年
度
中
の
定
期
券
で
、
芦
屋

町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
を
利
用
し
、

半
額
補
助
を
受
け
て
い
る
人

●�

申
請
時
点
で
芦
屋
町
に
居
住
（
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
）
し
て
い
な
い
人

●�

生
活
保
護
や
そ
の
ほ
か
の
通
学
費
補

助
を
受
け
て
い
る
人

●�

同
一
世
帯
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
人

●�
同
一
世
帯
に
暴
力
団
員
、
ま
た
は
暴

力
団
関
係
者
が
い
る
人

▽�

申
請
時
期　
１
月
４
日
火
～
２
月
28

日
月

▽��
申
請
に
必
要
な
も
の　

①�

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金
交

付
申
請
書

②�

芦
屋
町
高
校
生
等
通
学
費
補
助
金
申

請
者
調
書

※�

①
②
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す（
記
入
例
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

学
校
教
育
課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

③�

在
学
証
明
書
（
令
和
３
年
12
月
1
日

水
以
降
の
も
の
。
生
徒
手
帳
不
可
）

④
振
り
込
み
を
希
望
す
る
通
帳
の
写
し

⑤
印
か
ん
（
認
印
可
）

　

①
～
⑤
を
持
参
し
、
学
校
教
育
課
窓

口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

な
お
、
通
学
費
2
万
円
補
助
を
希
望

す
る
場
合
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▽�

交
付
日　
交
付
決
定
後
、
4
月
に
交

付
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）

令
和
２
年
国
勢
調
査
の

確
定
数
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査

の
確
定
数
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
屋
町
の
国
勢
調
査
人
口
は
1
万
３

５
４
５
人
で
す
。
前
回
（
平
成
27
年
）

と
比
較
し
て
、
６
６
３
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
町
・
県
・
国
（
総

務
省
統
計
局
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　

企
画
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
０
）

お
知
ら
せ

ホームページ

手引き

ホームページ

広報あしや　2022.1 ⑳芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　

１
月
17
日
月
、
18
日
火
・
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
：
１

月
19
日
水
、
20
日
木
、
24
日
月
、
25

日
火
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
火
・
日
没
～
午
後
９

時
ご
ろ

※�

天
候
不
良
の
場
合
は
、
水
木
を
予
備

日
と
し
て
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

町
営
墓
地
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　

町
営
墓
地
で
供
え
物
の
放

置
や
通
路
な
ど
の
共
用
区
域

へ
の
ご
み
捨
て
が
行
わ
れ
、
墓

地
内
の
環
境
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

墓
周
り
の
清
掃
・
草
刈
り
は
利
用
者

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
供
え
物
（
飲
料

な
ど
）
や
持
参
し
た
花
（
造
花
も
含
む
）・

ご
み
な
ど
は
、
各
利
用
者
が
帰
り
の
際

に
必
ず
持
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
の
た
め
、
墓
地
内
で

ご
み
な
ど
を
燃
や
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

線
香
や
ロ
ー
ソ
ク
な
ど
の
火
は
必
ず

消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

墓
地
内
の
環
境
改
善
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
人
に

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

　
町
内
の
犯
罪
に
対
す
る
抑
制
力
の
向
上

や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、

町
内
の
建
物
に
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
人
に
対
し

設
置
に
必
要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

▽�

対
象　
建
物
の
所
有
者
な
ど
で
、
町

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▽�

設
置
基
準　
①
建
物
の
屋
外
へ
の
設

置
に
限
る
（
録
画
機
能
付
き
ド
ア
ホ

ン
は
除
く
）
②
不
必
要
な
個
人
の
映

像
を
撮
影
し
な
い
よ
う
に
撮
影
範
囲

に
注
意
す
る 

③
町
内
業
者
か
ら
の
購

入
ま
た
は
町
内
業
者
に
よ
る
設
置
工

事
な
ど
に
限
る

▽�

補
助
対
象
経
費　
カ
メ
ラ
と
画
像
デ

ー
タ
保
存
装
置
な
ど
防
犯
カ
メ
ラ
と

一
緒
に
機
能
す
る
機
器
と
そ
の
設
置

工
事
費

※�

維
持
管
理
費
や
画
像
デ
ー
タ
を
保
存

す
る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

▽�

補
助
額　

５
万
円
を
限
度
と
し
て
、

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額

※�

た
だ
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数

が
１
台
の
場
合
は
３
万
円
が
限
度
と

な
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
地
域
振

興
・
交
通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

※�

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
前
に

工
事
に
着
手
し
た
場
合
は
補
助
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

20 歳になったら国民年金
　成人式を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
国民年金は、年をとったときや病気やケガで障がいが
残ったときなど、いざという時の生活を現役世代みん
なで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20 歳以上 60 歳未満の日本国内に住んでいる人は、
国民年金に加入することが義務付けられています。
　20 歳になった人には国民年金加入のお知らせ、保険
料の納付書が送られてきます。保険料を納めることが
経済的に困難な場合には、保険料免除・納付猶予制度
があります。また、前年所得が基準以下の学生を対象
とした、保険料納付が猶予される学生納付特例制度が
あります。保険料を未納のままにした場合、障害基礎
年金や老後の年金が受け取れなくなる場合があります。
　なお、20 歳になった時点で厚生年金保険に加入し
ている人、加入している人に扶養されている配偶者は、
国民年金加入の手続きは不要です。
▷問い合わせ　保険年金係（☎２２３‐３５３２）

「公的年金等の源泉徴収票」が送られます
　令和３年中に老齢または退職を支給事由とする年金
を受け取った人には、１月中旬から２月上旬にかけて、

「令和３年分公的年金等の源泉徴収票」が日本年金機
構から送られます。
　これは、令和３年分として支払われた年金の金額や年
金から差し引かれた所得税額などをお知らせするもので
す。源泉徴収票は、所得税や復興特別所得税の確定申告
などで必要ですので、大切に保管してください。なお、
障害年金や遺族年金は非課税のため、源泉徴収票は送ら
れません。
▷�問い合わせ　八幡年金事務所（☎６３１‐７９６２）

みんなの 
ね・ん・き・ん

広報あしや　2022.1㉑
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



ペットボトルは「プラスチック製容器包装」ではありません！

◆ペットボトルの分
・ ・ ・ ・ ・

別間違いが多発しています
　�ペットボトルは「燃えるごみ」です。施設や役場に設置している「拠
点回収ボックス」で出すこともできます。

※�ただし、ラベルとキャップは、「プラスチック製容器包装」で出し
てください。

【バケツや密封容器（タッパ）なども「燃えるごみ」へ】
◆次のごみも必ず「燃えるごみ」で出してください。

燃えるごみ

プラスチック製容器包装

ごみは収集日当日の午前7時から８時までに出してください。
ネットがある所は、ごみをネットの中にきちんと入れてください。

※これらはプラスチック製であっても「燃えるごみ」です。

中
央
公
民
館
講
座

幕
末
維
新
再
発
見
「
桜
田
門
外
の
変
」

　

幕
末
、
開
国
に

よ
り
天
皇
の
政
治

的
地
位
が
急
騰
し
、

密み
っ
ち
ょ
く勅
事
件
、
安
政

の
大
獄
が
起
こ
り

ま
す
。
激
動
の
時
代
を
大
老 

井い

い伊
直な
お
す
け弼

が
水
戸
浪
士
に
暗
殺
さ
れ
た
桜
田
門
外

の
変
を
中
心
に
た
ど
り
ま
す
。

▽�

と
き　

１
月
29
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
一
坂 

太
郎
さ
ん
（
萩
博
物
館

特
別
学
芸
員
）

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　

１
月
４
日
火
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
中
央

公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

令
和
４
年
度
福
岡
県
農
業
大
学
校

養
成
科
学
生
募
集

▽�

募
集
科　
研
修
科　
（
野
菜
コ
ー
ス
、

花
き
コ
ー
ス
）

▽�

定
員
　
20
人
程
度

▽�

応
募
資
格
　
福
岡
県
内
で
就
農
を
志

す
人
。
就
農
し
て
間
も
な
い
農
業
者
と

品
目
転
換
を
志
す
農
業
者

▽�

研
修
開
始
　
４
月

▽�

研
修
期
間
　
６
カ
月
以
上
１
年
以
内

▽�

募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

【�

推
薦
入
学
試
験
】　

◦
受
付
期
間　
１
月
４
日
火
～
２
月
３
日
木

◦
面
接
試
験
日　
２
月
24
日
木

◦
研
修
生
の
決
定　
３
月
３
日
木

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
農
業
大
学
校

（
☎
〈
０
９
２
〉
９
２
５‐９
１
２
９
）・

福
岡
県
農
林
水
産
部
経
営
技
術
支
援

課 

後
継
人
材
育
成
室
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
４
３
‐
３
４
９
５
）

ご
み
の
野
外
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

ご
み
を
焼
却
し
た
煙
に
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
が
含
ま
れ
、
大
気
汚
染
の
原
因

の
ひ
と
つ
と
な
る
た
め
、
屋
外
で
の
焼

却
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却

行
為
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
与
え
た
場
合
に
は
、
町
が
指

導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
自
宅
の
庭
の
草
木
を
焼

却
し
た
煙
が
近
隣
住
民
宅
に
入
っ
て
く

る
と
い
う
苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

軽
微
な
焼
却
で
も
、
煙
や
そ
の
臭
い
な

ど
は
周
辺
に
広
が
り
ま
す
の
で
近
隣
の

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

お
知
ら
せ

・洗面器、バケツ ・食品などを入れる
  密封容器

・弁当などに
  付属する
  スプーン、
  フォーク、
  ストロー

・プラスチック製の
  ハンガー

・プラスチック製の
  文具類

広報あしや　2022.1 ㉒芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp



 
浄
化
槽
適
正
管
理
の
お
願
い

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働

き
を
利
用
し
て
汚
水
を
処
理

す
る
装
置
で
す
。
浄
化
槽
の

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検

査
の
定
期
的
な
実
施
は
浄
化
槽
法
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
適
正

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

定
期
点
検
の
実
施
頻
度
　
保
守
点

検
＝
４
カ
月
に
１
回
以
上
、
清
掃
＝

年
１
回
以
上
、
法
定
検
査
＝
設
置
後

の
初
検
査
は
設
置
か
ら
3
カ
月
～
5

カ
月
以
内
に
１
回
、
以
降
は
年
1
回

▽�

問
い
合
わ
せ　
下
水
道
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
４
９
）

追
記
と
お
わ
び

　
広
報
あ
し
や
令
和
３
年
12
月
号
の「
差

別
を
な
く
す
た
め
に
第
４
３
８
号
」
に

掲
載
し
た
人
権
作
文
は
、
説
明
内
容
が

不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
追
記
し
て
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

【
追
記
内
容
】
法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催
「
第
40

回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
福
岡
県
大
会
北
九
州
協
議
会
部
門
入

賞
作
品

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

▽ �とき　２月１日火〜３月 15 日火・午前９時
〜午後４時

※�土日祝日は休み。ただし、２月 20 日日、
２月 27 日日は、ＡＩＭビル３階（小倉北
区浅野）で申告相談を行います。

▽ �ところ　若松税務署（若松港湾合同庁舎２階）

※�駐車場には限りがありますので、公共交
通機関を利用してください。

◦�令和３年分の所得税の確定申告書は、３
月 15 日火が提出期限です。

◦�令和３年分の消費税の確定申告書は、３
月 31 日木が提出期限です。

◦�遠賀コミュニティーセンター会場は開設
しません。

▽ �注意事項　今年は入場の際に入
場整理券が必要です。入場整理
券は会場で当日配布しますが、
ＬＩＮＥアプリでも事前発行を
しています。

▷�問い合わせ　若松税務署　（☎７６１‐
２５３６）

若松税務署から
確定申告に関するお知らせ

若松区役所

若松港湾合同庁舎
2 階申告会場

JR 若松駅

至若戸大橋

市
民
会
館

サ
ン
リ
ブ

国税庁 LINE

広報あしや　2022.1㉓
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

トイレの故障・不具合に付け込んだ
悪質商法にご注意！
＜事例＞
●�トイレが詰まり、焦っ

てネットで修理事業者
を探した。「980 円から
作業します」とうたっ
ているウェブサイト事
業者に連絡し、来訪し
てもらった。事業者は
ポンプを使って作業を
したが詰まりは改善さ
れず、その後「薬剤を
使用する」「便器を取り
換えなくてはならない」
などとエスカレートし
てしまい、最終的には
工 事 代 金 70 万 円 を 支
払った。広告の金額と、
あまりにも違いすぎる。

＜注意＞
■�ネットの低価格の記載をうのみにせず、慌てて

契約しないようにしましょう。
■�町内の指定工事店に依頼しましょう。
■�突然のことで慌ててしまいがちです。水漏れが

発生した場合に備え、止水栓の位置と締め方を
確認しておきましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

消費者ホットニュース
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� 芦屋町地域おこし協力隊 入江 俊充さんのコラム

　日々の活動は Instagram で発信
していますので、フォローして活
動を応援してもらえるとうれしい
です！

▽ �問い合わせ　地方創生推進係
（☎２２３‐３５７１）

　こんにちは、地域おこし協力隊の入江です。
　芦屋町に来てから約半年が経ちました。夏の大
きなイベントは中止・延期になりましたが、秋に
入り少しずつ小さなイベントが開催されるように
なりました。今回は初めて、芦屋釜の鋳込みを取
材しましたので、その様子をお伝えします！

地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入れ、
地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着を図るこ
とで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的とした制度です。

SNS に投稿していますので、そちらをご覧ください）。
　初吹き終了後、八木さんに芦屋釜製作時の苦労
や今後の展望などの話を聞くことができました。
芦屋鋳物師の八木さんの芦屋釜への熱い思いを聞
き、その作品を見ると、作り手の人柄が表れてい
るような気がしてきました。より一層、芦屋釜へ
の興味が深まりました。
　ギャラリーは 3 月ごろにオープン予定とのことで
す。八木さんは「オープンの後は、多くの町民の皆
さまに来ていただきたい」と話していました。

■八
やつき
木鋳金工房の竣工・初吹き式と内覧会

　11 月 12 日、八木鋳金工房の竣工・初吹き式と
内覧会が開催され、新しい工房のお披露目と初吹
き（鋳込み）が行われました。
　八木鋳金工房は芦屋釜復興に尽力している八木
孝弘さんが新しくオープンするギャラリー兼工房
で、芦屋釜の里のすぐ近くに開設されました。
　初めて鋳込みの様子を見学しましたが、1400 度に
もなる鉄を鋳型に流し込む際、鉄の周囲に線香花火
のようなパチパチとした光が放たれ、迫力がありと
てもきれいでした（実際の鋳込みの動画は協力隊の

入
い り え

江 俊
としみつ

充　（33 歳）
　宮城県仙台市生まれ兵庫県神戸市出身
　東京と大阪で長く働いていました。
　WEB を活用した情報発信が得意。
　趣味は釣りと最近始めたゴルフ！

写真左上：1400 度にもなる高温の
溶けた鉄を鋳型に流し込む八木さん

写真左下：余った鉄を再利用するた
め、土の上に流し広げているところ

写真中央：ギャラリーに展示してい
る八木さん製作の芦屋釜

写真右上：八木さんと工房内で
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探
求
心
と
技
術
者
の
魂

矢
野
倖
一
展
へ
向
け
て
⑥

　
芦
屋
の
大
火
と
消
防
車
の
開
発

　

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
３
月
13
日
、

矢
野
倖
一
の
郷
里
芦
屋
町
で
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
現
在
の
町
民
会
館
付
近
か
ら

出
火
し
た
火
災
は
、
海
か
ら
吹
き
付
け
る

強
い
北
風
に
あ
お
ら
れ
、
次
々
と
飛
び
火

し
て
約
70
戸
が
焼
失
す
る
大
火
事
と
な
り

ま
し
た
。
消
防
組
（
現
在
の
消
防
団
）
の

消
火
活
動
は
、
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
消

防
用
水
（
井
戸
水
）
の
不
足
や
折
か
ら
の

強
風
で
藁わ
ら
ぶ葺
き
屋
根
へ
の
飛
び
火
が
あ
る

な
ど
悪
条
件
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。
町

は
豊
か
な
水
量
を
抱
い
て
流
れ
る
遠
賀
川

に
面
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ポ
ン
プ

技
術
が
未
発
達

で
消
火
の
水
源

に
で
き
ず
、
結

果
町
の
広
い
面

積
を
焦
が
す
大

火
と
な
り
、
岡

湊
神
社
を
は
じ

め
禅
寿
寺
、
民

家
な
ど
多
く
の
家
屋
が
消
失
し
、
犠
牲
者

も
出
し
た
こ
と
に
大
き
な
危
機
感
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
れ
を
機
に
新
進
気
鋭
の
技

術
者
と
し
て
の
名
声
が
高
く
な
っ
て
い
た

矢
野
へ
町
の
立
地
に
適
す
る
能
力
を
備
え

た
消
火
ポ
ン
プ
を
持
つ
消
防
車
製
作
を

依
頼
し
ま
し
た
。
矢
野
は
終
生
博
多
に
住

み
、
芦
屋
に
戻
っ
て
定
住
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
郷
土
愛
を
篤
く
抱

い
た
人
柄
で
し
た
。
早
速
こ
の
課
題
に
対

応
し
、
半
年
と
い
う
極
め
て
短
い
期
間
に

研
究
改
良
を
重
ね
、
火
災
現
場
が
水
源
か

ら
離
れ
て
い
て
も
、
ま
た
高
所
で
あ
っ
て

も
必
要
送
水
能
力
を
維
持
す
る
よ
う
に

分
離
す
る
第
二
ポ
ン
プ
を
備
え
た
消
防

自
動
車
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
名
も
、

「
矢
野
式
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
複
式
ポ
ン
プ
消

防
自
動
車
」。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
「
普

遍
・
万
能
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
状
況
で
も
活
躍
で
き
る
消
防

車
で
あ
る
と
の
自
信
の
表
れ
で
し
ょ
う
。

　

芦
屋
町
に
買
い
上
げ
ら
れ
た
消
防
自

動
車
は
、昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
3
月

15
日
に
消
防
団
に
よ
る
放
水
式
が
行
わ

れ
、同
時
に
芦
屋
町
長
か
ら
矢
野
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
文
中
に
は
、
高

い
能
力
を
持
つ
消
防
自
動
車
の
開
発
を

行
っ
た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
の
意
が
表

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
町
か
ら
の
感

謝
状
の
最
後
尾
の
文
章
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「
…
芦
屋
町
は
君
が
其
出
身
地
た
る
本
町

の
為
に
苦
心
研
鎖
利
得
を
度
外
に
置
き

た
る
犠
牲
的
行
為
に
対
し
茲
に
深
甚
な

る
感
謝
の
意
を
表
す
。

昭
和
5
年
３
月
15
日

�

　
遠
賀
郡
芦
屋
町
長　
中
山
貫
一

矢
野
倖
一
殿
」（
原
文
の
ま
ま
）

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
） △�分離できる第２ポンプ

▼
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
広
報
あ
し
や
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
良
い
一
年
に
し
た
い

で
す
ね
。
今
号
の
表
紙
、と
て
も
素
敵

な
振
袖
姿
を
撮
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
準
備
と
し
て
、ま
ず
は
新
成
人
の

モ
デ
ル
探
し
か
ら
始
ま
り
、日
程
、場

所
の
調
整
、
当
日
の
振
袖
の
着
付
け
、

と
い
う
話
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
二

人
に
撮
影
Ｏ
Ｋ
を
い
た
だ
き
、
ま
ず

は
ホ
ッ
。
そ
し
て
次
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
着
付
け
し
て
く
だ
さ
る
人

が
見
つ
か
り
ホ
ッ
。
モ
デ
ル
の
二
人
、

着
付
け
し
て
く
れ
た
人
、
声
掛
け
し

て
く
れ
た
人
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。�

（
那な

木ぎ

）

▼「
広
報
あ
し
や
を
音
声
で
聞
き
ま
せ

ん
か
」と
い
う
記
事
を
と
き
ど
き
掲
載

し
、実
際
に
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
な
ど
で
提
供
し

て
い
ま
す
。
実
は
、こ
の
音
声
、私
が

録
音
し
て
い
ま
す
。間
違
わ
な
い
よ
う

に
集
中
し
て
読
ん
で
い
ま
す
が
、文
字

の
読
み
間
違
い
や
滑
舌
が
悪
い
な
ど

が
ど
う
し
て
も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
そ

の
音
声
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

「
ハ
ー
テ
ィ
ネ
ッ
ト
あ
い
あ
い
」で
す
。

修
正
後
は
、Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
で
も
聞
け

る
Ｃ
Ｄ
に
コ
ピ
ー
し
て
利
用
者
に
届

け
て
く
れ
て
い
ま
す
。視
力
が
弱
く
な

っ
て
、広
報
を
読
み
に
く
く
な
っ
た
と

い
う
人
や
そ
の
よ
う
な
人
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
人
が
い
た
ら
広
報
情
報

係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

編

集
後
記

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
八

△消防団による揚水実施試験

△�消防団による放水実施試験

△�矢野式ユニバーサル複式ポンプ
消防自動車
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1 1 月 分 の 人 の 動 き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人33
人103死亡

人08
人17

令和３年11月末日現在 令和２年11月末日現在
人　口
男　性6,498
女　性6,831
世帯数6,482

人
人 6,646

6,950
6,524 世帯

人
人

世帯

13,329 人 13,596 人

Happy BirthdayHappy Birthday１月
ボートレース芦屋イベント情報

蒲
かまはら

原 恵
え り

里ちゃん
（正門町）
平成 31 年
１月２日生まれ

♥えりぴょん♥
３歳のお誕生日おめでとう！
これからも元気に大きくなってね！

山
やまがた

形 桔
きっぺい

平ちゃん
（幸町）
令和３年
１月 29 日生まれ

大勢の人の愛をうけて、
健やかに逞しく、素直な子に育ってくだ
さい。

　１月21日金～26日水の 6日間、『読売新聞社杯 ＧⅠ全日本王座
決定戦 開設 69 周年記念』をボートレース芦屋で開催します。
※入場料１００円が必要です（20 歳未満は無料です）。

▽ �問い合わせ　ボートレース芦屋企画宣伝係（☎２２３-０５８１）

　スマートフォンなどのカメラで、撮
影するようにバーコードにかざすと
情報を読み取り、内
容が表示されます。
その画面をタッチ
するとホームペー
ジなどにつながり
ます。

使ってみてね
【お試し２次元コード】
何がでてくるかな

２次元コード（ＱＲコード）の
読み取り方




